岳に 対して 「槍 は …… 」 となる。 神の 霊気が …… 山岳 

の 霊気が、 人の 心 を 打って 惹 きつける ので ある。 

不思議な の は、 語気の 持つ 感じで ある。 奥深い 感情 

を も 直接に 現わす 語気、 それが 如何に 不思議な もので 

ある ことか。 

それにしても、 燕 岳の 肩に 迪 りついて、 日本 アル プ 

ス 連山 を 一 眸の 下に 集め、 「槍が …… 穂 高が …… 」 とお 

のず から 出る 語気、 その 語気の 底に 籠って る 心境 こそ 

は、 一 S 経験した 者 は 生涯 忘れ 得ないで あろう。 
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